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外
務
省
の
在
外
公
館
派
遣
員
制
度
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
四
七
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

外
務
省
に
お
け
る
在
外
公
館
派
遣
員
制
度
に
つ
き
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
ど
の
様
な
場
合
に
派
遣
員
に
対
し
て
外
交
旅

券
が
発
給
さ
れ
る
の
か
、
本
年
六
月
一
日
時
点
で
二
百
六
十
九
人
い
る
派
遣
員
の
う
ち
、
何
人
の
者
に
対
し
、
ど
の
様
な
理

由
に
よ
り
外
交
旅
券
が
発
給
さ
れ
て
い
る
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
在
外
公
館
の
業
務
を
円
滑
に

遂
行
す
る
た
め
御
指
摘
の
派
遣
員
（
以
下
「
派
遣
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
外
交
旅
券
が
発
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
平
成

二
十
一
年
六
月
一
日
現
在
、
四
十
一
人
に
対
し
、
外
交
旅
券
が
発
給
さ
れ
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
の

四
十
一
人
の
派
遣
員
に
対
し
、
何
の
目
的
の
た
め
、
他
の
派
遣
員
と
異
な
り
「
在
外
公
館
の
業
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
」
必

要
が
生
じ
、
外
交
旅
券
の
発
給
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二

前
回
質
問
主
意
書
で
、
外
務
省
と
し
て
、
社
団
法
人
国
際
交
流
サ
ー
ビ
ス
協
会
が
派
遣
員
に
支
払
っ
て
い
る
報
酬
、
住
居

費
、
渡
航
に
係
る
費
用
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
、
そ
の
積
算
根
拠
と
共
に
正
確
に
把
握
し
て
い
る
か
、
把
握
し
て
い
る
の
な

ら
、
派
遣
員
に
対
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る
報
酬
、
住
居
費
、
渡
航
に
係
る
費
用
の
金
額
並
び
に
そ
の
積
算
根
拠
は
何
か
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
社
団
法
人
国
際
交
流
サ
ー
ビ
ス
協
会
か
ら
派
遣
員
に
対
し
て

一



支
払
わ
れ
て
い
る
報
酬
、
住
居
費
、
渡
航
に
係
る
費
用
等
の
金
額
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
者
に
つ
い
て
異
な
る
こ
と

等
か
ら
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
派
遣
員
に
対
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る

報
酬
、
住
居
費
、
渡
航
に
係
る
費
用
は
、
お
そ
ら
く
派
遣
員
が
派
遣
さ
れ
る
国
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
と
思
料
す
る
が
、
右

に
間
違
い
な
い
か
。

三

派
遣
員
に
対
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る
報
酬
、
住
居
費
、
渡
航
に
係
る
費
用
が
派
遣
員
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
に
し
て
も
、
外
務

省
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
積
算
根
拠
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。
確
認
を
求
め
る
。

四

在
ロ
シ
ア
日
本
国
大
使
館
及
び
ロ
シ
ア
国
内
に
あ
る
我
が
国
の
総
領
事
館
に
派
遣
員
は
何
名
い
る
か
。

五

四
の
派
遣
員
に
対
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る
報
酬
、
住
居
費
、
渡
航
に
係
る
費
用
は
い
く
ら
か
、
外
務
省
と
し
て
把
握
し
て

い
る
か
。

六

四
の
派
遣
員
に
対
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る
報
酬
、
住
居
費
、
渡
航
に
係
る
費
用
の
積
算
根
拠
を
、
外
務
省
と
し
て
把
握
し

て
い
る
か
。

七

国
際
交
流
サ
ー
ビ
ス
協
会
の
Ｈ
Ｐ
に
は
、
派
遣
員
の
職
務
に
つ
い
て
「
仕
事
の
内
容
は
各
在
外
公
館
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
が
、
主
に
便
宜
供
与
や
事
務
の
補
助
等
の
職
務
に
従
事
し
ま
す
。
便
宜
供
与
と
は
在
外
公
館
に
出
張
等
で
来
ら
れ
る
お
客

二



様
を
側
面
支
援
す
る
仕
事
で
す
。
空
港
へ
の
送
迎
、
ホ
テ
ル
の
留
保
、
会
議
・
市
内
視
察
等
へ
の
随
行
、
案
内
、
航
空
券
手

配
な
ど
各
種
ア
レ
ン
ジ
が
含
ま
れ
ま
す
。
事
務
の
補
助
と
は
会
計
、
庶
務
等
の
部
署
で
文
書
作
成
や
文
具
管
理
等
、
業
務
の

補
佐
を
行
う
こ
と
を
指
し
ま
す
。
」
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
前
々
回
質
問
主
意
書
で
、
右
の
「
在
外
公
館
に
出
張
等

で
来
ら
れ
る
お
客
様
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
様
な
人
物
を
指
し
て
い
る
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内

閣
衆
質
一
七
一
第
四
六
三
号
）
で
は
「
外
務
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
者
は
、
公
共
性
を
有
す
る
用
務
で
海
外
に
渡
航
す
る

者
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
を
受
け
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
公
共
性
を
有
す
る

用
務
で
海
外
に
渡
航
す
る
者
」
と
は
ど
の
様
な
者
か
、
そ
の
職
業
、
官
職
及
び
肩
書
等
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
と

問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
『
公
共
性
を
有
す
る
用
務
で
海
外
に
渡
航
す
る
者
』
は
多
岐
に
わ
た

る
た
め
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
右
の
「
公
共
性
を
有
す
る

用
務
で
海
外
に
渡
航
す
る
者
」
を
公
務
員
と
非
公
務
員
で
分
類
し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
ど
の
様
な
職
業
、
官
職
及

び
肩
書
等
の
者
が
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

八

前
回
質
問
主
意
書
で
、
派
遣
員
が
行
う
便
宜
供
与
が
、
七
の
答
弁
に
あ
る
「
公
共
性
を
有
す
る
用
務
」
に
対
し
て
行
わ
れ

る
の
で
は
な
く
、
国
際
交
流
サ
ー
ビ
ス
協
会
の
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
「
お
客
様
」
の
、
例
え
ば
買
い
物
や
食
事
等
、
「
公
共
性
を
有

三



す
る
用
務
」
と
は
全
く
関
係
の
な
い
、
「
お
客
様
」
の
個
人
的
な
行
動
に
対
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
と
問
う
た
と
こ

ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
六
月
五
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
四
六
三
号
）
十
に
つ
い
て
で

お
答
え
し
た
と
お
り
、
便
宜
供
与
は
、
一
般
に
、
公
共
性
を
有
す
る
用
務
に
対
し
行
う
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
」

と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
一
般
に
」
と
い
う
こ
と
は
、
例
外
も
あ
る
も
の
と
思
料
す
る
が
、
派
遣
員
が
例
外
的
に

「
お
客
様
」
の
個
人
的
な
行
動
に
対
し
て
便
宜
供
与
を
行
う
こ
と
も
あ
る
か
。

九

前
々
回
質
問
主
意
書
で
、
便
宜
供
与
の
業
務
を
、
派
遣
員
で
は
な
い
、
外
務
省
の
正
規
の
職
員
で
あ
る
現
地
の
大
使
館
員

（
以
下
、
「
正
規
の
大
使
館
員
」
と
い
う
。
）
は
行
っ
て
い
る
か
、
便
宜
供
与
の
業
務
を
「
正
規
の
大
使
館
員
」
の
み
で
行

う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
「
在
外
公
館
が
行
っ
て
い
る
便
宜
供
与
は
、
在
外

公
館
の
長
の
指
示
の
下
、
在
外
公
館
全
体
と
し
て
適
切
に
対
応
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
中
で
派
遣
員
も
必
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
在
外
公
館
が
便
宜
供
与
の
業
務
を
行
う

際
、
「
正
規
の
大
使
館
員
」
と
派
遣
員
と
の
間
で
ど
の
様
な
役
割
分
担
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回

答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
業
務
を
行
う
そ
れ
ぞ
れ
の
在
外
公
館
の
体
制
、
業
務
の
内
容
等
に
よ
り

異
な
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
在
ロ
シ
ア
日
本

四



国
大
使
館
及
び
ロ
シ
ア
国
内
に
あ
る
我
が
国
の
総
領
事
館
に
お
け
る
便
宜
供
与
に
つ
き
、
「
正
規
の
大
使
館
員
」
と
派
遣
員

と
の
間
で
ど
の
様
な
役
割
分
担
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


